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尿素の毒性並びにその防除に関する研究

第1報　家兎及び山羊の実験的尿素中毒について

中村亮八郎⑳吉田条二Q堀米隆男㊧佐野　　修

　　　　　　　　　Studies　en　the　［lioxicity　of　’Urea　and　it’s　Controll

　　　　　　　　　1．　On　tl］e　experimental　urea　toxicosis　of　rabbits　and　goats．

RYOHACHIRO　NAKAMURA，　JOJI　YOSE［IDA，　TAKAO　HORIGOME　and　OSAMU　SANO

　　　　　　　　1．緒　　　言

　尿素は蛋白質の代用として反鯛動物に有効に利用され

得るものと認められているが家畜に尿素を給与するに当

り，その使用法を誤れば，所謂尿素中毒を起し家齋に致

命的な影響を与える場合がある事は周知の所である。こ

の事実ぽ尿素を飼料として利用するに当り重大な問題で

あり又之の利用，普及を阻害している原因であり乍

ら，この方面に関する知見はその栄養価に関する夫

に比すれば甚だ少なくRislDi）の尿素利用に関する

総説に於いてもこれに関しては余り述べられていな

い状態であり，従って中毒の原因若くは本体等につ

いては若干の説明がなされていても未だ推定の域を

腕していないし，中毒を惹起する条件もその1部が

確められた程度であり，従ってまたその予防，治療

法等も一般常識的な範囲に止り，的確なものを見る

に至っていない。

　本研究は上記諸問題を解決する為に家兎及び山羊

に対し主として通常の飼料給与の手段により急性或

は圃塗の尿素中毒をおこすべき条件を実験的に確め

ようとして行ったものである。

　　　　　　IL実験の郡
　（1）　象兎に対する尿素の給与

　　　　　　　　実　　験　　1

　家兎に対し通常の飼料に尿素を種々の割合に添加

して長期聞給与し，その生長を観察後，屠殺解体し

て各部のアンモニア，尿素をCONwAYの微量拡散分

析法2）に拠り定量した。爾以下尿素及びアソモ＝ア

の定量はすべて当該方法に拠るものである。

　試動物並びに飼斜給与概況：供試家兎は本農挙

部農場産のニュージラソドe永ワイ1・の同腹仔6匹

（♀4，♂2）を用い試験区，対照区に分け，生後73

日同より基本飼料に第1期（試験開始第1日月より

29日欝迄29日間）は19，第2期「（第30日溝より第54

副コ迄25日聞）は1，2，39，第3期（第55日目より

第127日灘迄73日聞）は体重の0．1，0．2，0．3，0．5％

の割舎で試薬尿素を粉状のまま添加しラ均一になる

　　様よく撹き湿ぜて1日1回給餌し，水は自由飲水とし

　　て3期計127日間生長試験を行った。基本飼料は第1，

　　2期は麩509，食塩19，コwイカル19と野草を約1309，

　　第3期は麩を709に増加したものである。第3期試験の

　　中期の第97臼口より殆んど対照区と同様の生長を示して

　　いたα2％援素区に対し給与尿素量を1．0％に増して試

　　験終了迄給与した。なおe．5％尿素区は試験終了後3日

　　第1図　生長試験経過
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Rに死亡した。

　体重は毎日給餌前に測定して各区の発育状態を比較し

試験終了後対照区2匹と0β％区を屠殺解体し又α5％区

も死後直ちに解体して剖滅し，同時に血液7組織及び霧

内容物中のアンモニア，尿素を定量した。

第1表 尿素給与量と生長試験結果

紛　与　尿　素　　家兎番号山辺　開始時体重ラkg　終了時体重りkg　増体重量，　kg　　生　長　　率
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　実験結票

　a）　生長試験　結果及び経過は第茎表，第1図の通り

である。対照区に比較して第1期試験に於けるlg　（体

重の約O・06（・0・王2％）の尿素の給与は生長曲線，増体電

量，生長率からも正常の生長を示し，第2期試験に於ても

1，2，39（体計の約O．06・vO．25％）の振素の給与は同様iこ

正常の生長を示した。第3期試験に於いては体電の。・1

％（約29）102％（約49）碗ミ素の給与は共に生長曲

線の鈍化の傾向を示し始めk。これは増体重量ラ生長率

にも現おれていた。O．3％（約5．59），0．5％（約7。59），

1・G％（15～209、（0・2％区に対して第97日目よわ増量給

一一@46

与）の給与は顯著な体電増加の鈍化7停滞又急1激な体重

低下を示した。殊にLO％給与区は30鷺聞に体電が6009

も減少した。然し乍らこれは尿素添加の為に食餌が不

味となり探食量が減少し栄養不足になったのが大きな原

因ではないかと思はれる。即ち第1，2晃に於ては完全に

探食b第3期に於てはα1ρ．2％区は殆んど採食したが

0．3％区は時には5g位残心し，0．5％区では殆んど毎・i

10’》209，時には359も無二し，0．2％区に対して1．0％に

給与量を増加すると遽臼40～509，時には殆んど全部残

餌した。全般的に健康状態については特記ナべき魂、のを

認めなかった。
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　b）解剖所見並びに分析的症状　試験区から障害を起

したと思はれる0．3％区と試験絡了後死亡した0．5％区と

を解体した結果0．5％区は肺は萎縮し，用：，腎臓はいず

れも骨身を示し，脾臓は極めて少さく一般的な申毒症状

を示し肉付は悪く栄養不良の感があったがα3％区では

特別な異常を認めなかった。又対照区の2匹と上記2匹

の」血液，胃内容物，肝，欄藏，筋肉吋コのアンモニアーN

尿素一Nの定量結果は実験2の項に取り忌めて第4表に

示す通りである。対照区に比してアソモニアーNはO・5

鰐区の血液でIXlO－20倍である3・6mg％，0・3％区は平常

値と思はれる0．35mg％であった。他の部分に湿ては共

に胃丙容物が6～9倍，筋肉が約フ倍の含量を示したが

肝，腎臓では平常値と思おれる程度であった。尿素一N

は筋肉中に20～30倍も多量に存在して居り，又0．5％区

は0．3％区の約2倍多かった。他の血液，胃内容物肝，

腎臓ではやや多いと思われる程度で顯著な差は認められ

なかった。

　　　　　　　　　実　　験　　2

第2表

　家兎に対し尿素水溶液をカテーテルにて胃申に注入し

症状の発現を観察しラ又死直後解体して内臓諸指引の肉

心的観察を行い，併せて玉血液，胃内容物，肝，腎臓申の

アソモXア，尿素の含量を測定した。

　a）家兎に対し二二に於ては中毒症状を起す体重の

0．1％即ちlg／kg体重の泳素を約30ccの水回はpH　7．4

の燐酸緩衝液に溶解して使用し症状の発現の有無を検し

た。

　経過並びに結果

　便用家兎は本学部農場産の生後約6ケ月の雌2匹を使

用し実験迄に尿素の給与は一切行おなかった。尿素を水

に溶かしたものについては3例，燐酸緩衝液に溶かした

ものについては1例の実験を行った。胃の内容は醐生で

別の家兎について測定した結果はpH　1・7であったので

ureaseの至適pH7．4になる様に燐酸緩衝液を使用して

見た。給与後何等症状の発現を見なかったが給与前後に

於ける血中のアソモ＝ア，尿素含量を測定した結果は第

2表の通りである。

尿素給与による慮中アンモニアー一一・N，尿素一N兵長の変化
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　ま血中アンモ＝アーNは給与後％酎2倍となりむしろ

減少の傾向があり，尿素一Nは2．5～4倍の増加を示し

た。

　b）　尿素給与量をa）の場含の約10倍即ち50％尿素液

40cc（尿素209）にして注入して，症状の発現経過を観

察した。

　使用家兎は本学部農場産の生後約3ケ月のものでラ実

験前に尿素を一切給与していないもの2匹を使用した。

その主要な経過は第3表の通りである。

　錦3表　　尿素給与後の主要経過

　　i＼　　　注入後
　　　　　　（時間）家兎i
：番レ

　　i体重聖

1

．？）“To．71i

No．8i
　””　」’

1．25

1．45 痙勺ム
目
凸
R
女

撤
開
用
攣

1．5 2．5 s

閥欺的痙槻歓的強i
　　　　　　　　　死亡鞠始動開始｛
死亡　　　　i

経過並びに結果

尿素注入後家兎は沈静となり横臥して嗜眠状態を続け

1匹は約1時聞後に闘志的痙攣を起し始めその心隔は次

第に短かくなり呼吸困難の状態となり，1．5時闇後には

強直と同時に死亡した。他の1匹も症状の発現は30分程

遅かったが岡様の症状窪過をたどりただ強直の状態を心

懸示し最後に最も強度な強直を示して死亡した。同時に

体温の測定を行った結果死亡迄にNo・7　fO：　10C，　No・8が

2℃の低下を示した。死亡後直ちに剖見した所両三共

に肺の萎縮が認められたが他の器富には顯著な異常を認

めなかった。」血液，劉内容物ラ肝，三二中のアンモニア

ーN，尿素一Nの定量結果は第4表の通りであるQ

　尿素水溶液をカテーテルにて胃に注入して死んだ中毒

死2例はアンモニアーNが」血．液では対照区の10～20倍の

約4mg％で実験1の0．5％長期給与区と殆んど同値で

あり肝臓では対照区に比して多く腎籔も高い値を示し胃

内容物中の含量も10倍位であった。選素一Nはi血液では

実験互の0．3，0．5％区と同様対照の2《ノ5倍を示してい

た。肝ラ腎鍼にも顯著な増加が見られ肝臓で10～40倍，

一一@47　一
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第4表 斑液其の他のアンモ議アー一N，尿素一N含量

｝　願」1・補　全編物　鯉1…講論1・・＄｝｝運．．■響1・・9虫肇．．．

　　　　　粥僑r鴨Niア謡蚤喰Nl無尿翻ア接r尿翻ア孟謎ご｝実験欄1

　　0，3％区　　　NQ．3　　　0．35
実
　　0．5％区　　　No．6　　　3．60

1対照区N・・4　0・17
　　対照匿　No．5　　0．18
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腎臓で6～10倍であった。胃内容物中には給与振素が残

留しているものと思はれる非常に高値の尿素含量力ζ認め

られ給与尿素の玉0・v20％が注入後L5～3時聞後にも残留

していたと考えられる。

　（2）　幽羊鑑対する尿嚢の給与

　　　　　　　　　実　　験：　3

　反揚家畜として山羊を撰び通常の飼料に振素を添加し

て食下させ急性中毒症を発現せしめ経遍の観察，血中の

アソモェア，尿素の動態を調べ，叉死後解体して各組織

及び第1留内容のアンモニア，振素を定量した。

　供試動物並びに塗料給与概況

　供試山羊は生後8～9ケ月体重15・》18kg牡の5匹，春

仔を離乳後ほぼ同一の環境で飼育したものでラ秋から冬

野5表

にかけて大豆程，甘藷憂スエーデン蕪，麩等を給与し

たが巣養状態は稿々不良であった。なほ中毒実験まで尿

素給与を一切行はなかった。実験は昭和29年11月末より

30年2月初めに亘って行ないッ給与尿素は東洋高圧製品

（公称純度98．5％）を使用した。償行給与になるべく近い

条件で実施する事を主眼としラ他の飼料と尿素粉末を混

入して慮由食下させる様に工夫したが急性中毒を焉1標

とする塚町の危険量を含む飼料は動物の嗜食には不適当

の如くでこれを食下させるのに些か弁難を感じたので，

結局動物を前日又は前々日より滅食しラ給与当日は朝か

ら絶食し，常用の飼料を第5表の様に配合することによ

り一応の醗的を辛し得た。なほ飲水は一切与えなかっ

た。

飼　　料　　醗　　合　　：量 （g）

細・切スエーデ
ン爆 心 細切稲藁　　尿索粉末＊ 尿i素濃度％＊ 山　　羊　　番　　　号

250

250

1eo

220

244

124．5

0
0
0
0
0
8

F
σ
5
8
5
6
2

o

o

e

ls

18

8．5

16

15

8

i5

18

8．5

5．0

50
4．2

5．0

5．3

5．3

　No．6（死）

｝　No，｝（耐）ラ　No，2（面重）
No，1（タti），　No．5（面重），　No．4（面ま）

Nb．5（タ巳）う NQ．2（耐）

聾。．2（酎）

＊純度補斑をしない尿素量

　嶽素の食．ド量と食下後の経過ぱ第6表の通りである。

体重kg当りlg（αi％）の涙素を20分以内に食‘ドした

3例はすべて申毒死した。また耐過例の中｝はじめの4

例（No・豆～Nα2）は中途で嫌食を示し危険量を食下する

に至らないで結果的に爵／遍となったもの，あとの2例

（N。磁とN．02）は醗過を厩的として給与したものであ

る。

　中毒死の3測においで動物が沈難碕壁ラ蹟騰歩行

等の初期症状を呈する迄の時聞は稽々長短があるがラ以

48

後横臥して一年強萱等を繰13返し始め，次鋤こ激しく

且つ頻繁となり呼吸困難　苦悶の症状を示し，口から胃

丙容物の反流帯出等も見られ，食下後8C～120分で発死

した。

　死後奮ちに解剖し肉賑的検査を行ったが，その結果に

よれば第i胃が膨満状態にあ銚その内容物は食下後疾

走した1例では紬泡沫が充満していたこと，他の2例で

は大部分が水分で占められていたこと　（承分含量約80

％）りいずれも無気肺であったこと，i血液が稿粘稠の感
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第6表 尿　　素　　給　　与　　概　　況

　　　　体重食下飼料食下時間尿素食下
山羊番号　　　　　　　　内i　　　　量

　　　　　kg　　g　l　分　　　9

経過（食下後の時問ラ分）

症状発現迄　　死叉は回復迄
備 考

申iN・．6

　　No．　1

死　　No．5

耐

過

18　i　315

1s　1　3eo

I8　i　360

No．正

No．　2

No．　5

No．　2

No．　4

No．　2

『
）
5
5
Q
り

一
　
1
　
1
　
1
15

i7　1

捨
l
i
器

　150｛
　150

　i40

0
5
0

9
白
1
9
南

ハ
0
5
8

1
　
1
　
1

0
5
5

4
轡
！
3

80

120

80

前日牛食，食下後約300m疾走

前々Fi二食，前日盗食

同　　上

30　〈

so

20

25

15

20

60

7

7．5

6

9

7．5

7．5

7

ず
　
　
　

明

繍
∵
∴

症
　
　
　
症

獣醐め列

（
）
07
0

　
1

i前日三食
ミ

｝同　上
ミ

｝同　上
1前々日牛食，前口砿食

i臨飢榔堀繕

同上朝のみ給与

を与えたこ，と，1例では梢々凝血し易かったtと等が指

摘されたが内臓其の他に署変を認めなかった。

体重kg当り約0．59又はそれ以下の尿素を食下した

動物はいずれも耐過し，その中2例に初期症状を認めた

が聞もなく回復し，以後は全く異状を認めなかった。一ま

fe　kg当り　lgの尿素を朝夕2園に分けて給与した1例

も耐過した。

第7表

　中毒山羊の分析的症状

　中毒死の直後に動物を解剖し，胃内容を取り出してそ

のアンモニア及び尿素含量を測定した結果は第7表の通

りである。また尿素給与前回は死の直前又は直後に頸静

脈より採血した滋t液及び肝，腎臓に於ける両者の含量を

求めた結果は第8表の通りである。

胃内容物の尿素ラアンモニア・含：量

鮮穆重量kgl鰍（見i掛け）lm，驕認，；孟，臨♂謬 出
用 考

第

第
四
胃

No．　6

No．　1

No．　5

No．　6

No．正

No．　5

1．60

2．64

2．08

e．21

0．05

0．02

5
正
0

2
9
南
9
白

42．5

64．4

4．9

595

172

196

正常例に於ける

アンモニアーN
1　1．s，2．s

30．0

88．6

8．9

48．1

82．0

55．8

同上・例
2．9　；　3．0

第8表 ．血液その他の尿素，アンモニア含：量

’山羊翻 尿素一N，mg　lアンモnアー・N，mgヘモグ・ビン9 有
5 考

　血

　液

lOOcc

　　申

No．　6

No．　I

No．　5

No．　2ik’

No．　2＊

肝
臓
100g

　中

No．　6

No．　1

No．　5

翻
ioog　1

　中i

No．　6

No．　1

No．　5

十le3（　7）

十　45（15）

十　4（14）

十　16（　9）

十　16（14）

◎
」
1
0

6
ハ
0
4
£
U
3
4
1

り
ー
ハ
0
4

十　3．0

十　3．2

十6．4

十　1．5

十〇．6

十　i．2（8．8　）

十2．5（7．3）

正常例
i尿素一N　 3～玉5　（71Z⊆）
t

iアンモニアーNO・O」「f）e・25G匹）

0
7
8

弓
1
4
4
ム
4
二
〇
〇
〇

リ
ノ
0
σ
3

1」t

ﾏ一過

渡素一N　9．3，　3．4

アンモxアーN2．7ラ3．5

尿素一N　3．9，　4．4

アンモ：アー一r　N．3．6，2．9

一一@49　一
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　繍液の分析／直に於て1レヒ系給与前後の差を増加量と見

侮し十で，姶尊前の値を（　）で示したが，分擁の都合

で　紳アンモ＝ア鼓はノ曽ノ」睦適知るにlkつた。なほ参考

のため酒壷を給与主ない動物数例、こついて同様に分伍し

正常朔として鋪考欄，弓掲げて置いたが、胃内容物及び

肝．腎夙．については・屠場で属殺（／1後の成山羊2例から

探取した試嬬こ関するものである。

　第7，8表によれば、胃内容物の娠薬は少量て多）るに対

し・アンモ＝アは比較杓多並であること．！1笹i電尿系はい

つれも増加を凝したが個体によって差が大きいこと7晦

中アソモ＝アイ1・は塘洲が著しくIしつ正常鋸の10糞似ヒに

面し，またへそクPビン量（比色脚こよ城淀）￥・若干

の増加があるごと等が認められた。ヘモクurビソ起＝は個

体差が大きいのて明らかでないが中毒量拗に於ける帳1液

の濃縮傾1円か認められ．その粘捌度との聞1こ関係がある

様であった。肝．腎濫申の含烹舅ま正常例、こ比して後者の

尿素以外はナベて多鯉てあった。

　　　　　　　　XI　考　　　察

　家兎に尿素を粉状のまま遥常の飼料と混ぜて長病給与

した場合、第L2期試験に於いて1～39（体蚕σ）0．06～

0．25％程度）の給与は倉／料申4％位の混入率とな1）　，家

兎も完全に探食し，生長曲線．増体電量、生長率に鶴異

常は認められなかったので生長の面からは尿素の翻牛は

認められない：第3期試験1こ於ては体重の0・1，0．2，0．3

0．5・LG％の尿素の給与は生長曲繊，増体輩量，生長率

に於いてO．1．O．2画面は僅か乍ら生長の鈍化の級殉が，

以下この順序に次第に顯密な面長の鈍化，俸滞，体重の

低ドが表はれて来た。尿素を2～’39以上飼料に混入す

ると家兎は南浜を示し，量の増加と共に探食畜藝1が低ドす

る事は波多野富民Dも協曝している。生長に対する陣害

は尿素の混入による餌の不昧から鼠食z；li（が低ドレ栄養

不良又は不足になった事も大きな原因と思われるが｝

0．1，α2％区は完全に探食したにも拘らず生長鈍化の傾

向を点し始めた事，又0．3％区も大体採食していたにミ、

拘らず嶺著な宅長の鈍化を示した事等から考えて1ただ

単なる栄嚢不足によるものとは考えられない。憶見は

O．3・O．5％区についてのみ行なったので浅）るが，O．3％区

については肉眼的に異常は認められず・アンモ＝ア，尿

素に関しては・筋肉に多く・殊に尿素の含湿が多かった

だけで特に論著な変化は之等に関する限り認められなか

ったが・一方0．5％区は尿素給与試験絡心後死亡した事，

又二見の結果及び癒夜中のアソモ＝アーNの増加がカテ

｛7ルによる水溶液給与の中毒死の場合と同様の結果を

示していた事，又之等は広瀬氏1）の尿素液の経皮，経羅投

与時の所見及び結果：とよく一致している高等から尿素の

長期に亘る給与は家兎に対して何等かの障害を与えると

考禽られる。勿融その原1た1については之丈の資判からは

志んとど、云えないゾ輔司1のアソモユアーNの薯増と死亡

との門係が考えられる。然しそれがエr接の原因てあると

仮定してもその他諸器官の陣害と高等の聞の関係につ

いては未解決の問題てある。

　カテー一一　」＝ルによる泳系液の経口的投与iこ於いては申毒

死したものは既知4）の症状と同じであ拐山羊の場合と

は異り沈蒜，嗜眠の状態が鈍き，又旺ド臼こ対して今迄に行

はれた強制食ド或いは我々の行った自霞食ドにより急窪

尿素中毒症を起し得るpro　l〈g　lgの投与では全然4癒症

を’」気さず，遮かに多量の投与を行うと中毒症状を示し

た。中毒症状を全然示さない場合に1舗1レトのアソモ＝ア

ーN4、平常値と変らなかったが尿素一Nはこの場’含ミM

長期給与のα3％区もラ又死亡したα5画面も，更に水溶

液の彊制投与による中毒死・）場合に於いても4常麺の

2～3倍で蔽い毒死と耐過洌のi軒1コに於いて，死亡時にi薯

増するのはアソモ摘下一Nであり，娠素一Nは大きな産

が無い＝1、は注「1すへき事実と考えられる。

　反蜘家畜に於ける実験約急性中毒の例は可成り報せら

れている1）のが主に水溶液の飲1ぐ又は強制投与によるも

のであり、一般使用法に準じて，他の飼料と混じて自由

食ドさせて中毒死に至らしめた例は他に無い様である。

本実験に於いては飼料こ約5％の継電を含む事になり，

山キの嫌食の忌月的を達したのは3例に過ぎなかったが，

本条件に於いて中毒力：惹起され得る事はほぼ確実である

と思はれる。併用した麩，鋤等にはウレアーセ作用を認

めなかったからその関与は無いと見締し語る。ほぼ同条

反て危険量の海量或は全量を2回に分けて食ドした山羊

が耐過した癖実からもこの場合主たる源因は食ド塚柔量

と考えられるが，又他の条件として白痢胃の状態及び其

の存在に依ると考えられる。

　其の状態については本実験に於いて第1胃内容の水分

は頗る山冠であった蔀実から，本条件に於ける尿素の給

与は水溶液を直接第1胃に注入した場合に準ずると考え

られ，飲水を与へなくとも塞腹時には之を与えたと同様

な危険が存すると予想される。反跳胃の存在について

は，家兎は既知の強制食ドに於てもり本実験i一遇・ても

山年の急1／1中毒を惹起ナる尿：素尋㍉では申毒を起さず．反

張動吻と芽幽囚動物の中毒危険｛iゆi急l／に顯著な差がある

事かS）　，之の存在が何等かの関係を持って居1ハ胃内容

物の分析結果等から，従来の説による第1胃に於ける尿

素の分解の可能叶が：考えられる。中藤症状は甑中毒ゴ走と

酷似しているから尿素給与法の枳違によって申毒の原因
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又は本体が根違するとは考えられ難い。

　血液中のアソモ＝アーN，尿素一Nはカテーテルによ

り水溶液を強制食下させた既知の値と大体同様の結果を

示し，山羊の場合に於いても家兎と同様アンモニアー一N

は中毒死に於ては李常値の10倍以上を示し，症状を発現

しても耐過したものは申毒死例の約施程度，雫常値の約

5倍位になっていた。しかも此の場合尿素一Nの増加は

大体李常値の2～3倍位であり耐過と中毒死の間に於て差

は殆んど無く，臨中アソモニアーNに寄州な差が認めら

れる。この現象は家兎に於ても認められ，症状の発現時

にはアソモニアーNが可成り増加し，死亡蒔には大体ZF

常値のlo倍になり，一方尿素一Nは家兎a）場合も由羊の

場合も症状の有無，強弱に拘らず給与後に大体至常値の

2倍位になり顯罪な差異が認められない事から，家兎の

時にも述べた如くこの急性中毒症と血中のアンモニアの

濃度の聞に何等かの関係があわ中毒死の一つの原因では

ないかと推定される。

　肝臓，腎臓中のアソモ＝アーN，尿素一Nも増加を示

しているがラ家兎の場合にも此の傾向は認められ，当然

の事乍ら門脈を経て肝臓への尿素の移行，腎臓からの尿

素の排撒の増加が考えられる。

　以上」同門その他のアソモ＝ア，尿素の増加は給与尿素

に基因することはほぼ明らかであるが第1鴇内容のそれ

等との結びつぎ迄を推測する事は現段階では危険であろ

うと思われる。

　　　　　　　Iv．総　　　括

　家兎及び山羊に対して通常の飼料に尿素を混ぜて慣行

の方法に従って給与し，尿素の毒性についての実験を行

った。長期尿素給与試験｝こ於ては体重約900gの幼兎に1，

2，39又は体重の0．1，0．2，0・3，0・5，1・oo％の尿素を毎

El給与した。体重の0．2％以上の尿素を与えると兎は嫌

食を示し二分程も残即した。1・V39の尿素を約2ケ月聞

給与した所何等の障害も認められなかった。　0・3・vl．C％

の給与は体重増加の低下等等著な障害を示し，0・1，0・2

％の給与でも2ケ月以上の長期聞になると体重増加の鈍

化の傾向がみられた。0．5％区は試験終了後間もなく死

亡し，その解剖所見は後述のカテーテルによる尿素承溶

液給与による中毒死と同じ症状であった。

　」川中のアソモニアーNrの含量はO．5％区は卒常値の約

IO倍を示し，0．3％区はZF常値であった。尿素一Nの含

：量は両区旧卒常値の約2倍であった：。

　カテーテルで尿素209の溶液を胃に注入した家兎は

沈静，嗜眠の状態の後強直して給与L5～3晴聞後に死亡

した。解剖所見，及び臨中等のアンモ＝アーN，尿素一

Nの含量等についてはα5％尿素給与区と同じであった。

従って家兎に対して体重のO．1％L／上の尿素を通常の

飼線こ混じて長期聞給与すると何等かの障害を起ナと考

えられる。

　体電17～正8kgの山羊に体重kg当りlgの尿1素を通

常の飼料に混じて一度に食べさせると急性中毒を起し

た。この場合も症状はカテーテルで尿素溶液を第1胃に

直接注入した時と同じであった。

　血液中のアンモニアーNは申毒死では雫常値の約10倍

尿素一Nは2～・4倍を示した。

　中毒死の血中のアソモニアーN含量は耐過鯛の2倍以

上であったが尿素一N含量に於いては両者の間に養がな

かった。

　死後解体：して測定した所第1胃のアソモニアーNは多

く，尿素一Nは少なかった。

　以上の結果から第隻胃の存在，給与尿素，量血中のア

ソモニアーNの含量は尿素中毒症に関係があると考えら

れる。

　本研究に於いて中毒動物の臨床的，解剖的診断に御協

力を戴いた家畜衛生学教室に感謝致します．。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summak’y

　　Ei　perimeitts　on　urea　toxicity　of　yabbits　and　goats　x・vere　performed　by　t｝ke　usual　feeding

met｝　od　mixiRg’　urea　in　ordinary　ratioAs．

　　（II）n　the　long　date　uyea　feedlntt．’，　yoLmg一　rabbizs　of　ca．　900g　body　weights　x・v・as　fed　urea　at　the

rate　of一　1，2，3g　ar｝d　O．1，0．2，0．3，0．5，1．09，5　of　body　x・v・eights　daily．

　　XgV’hen　yatioiks　contained　urea　inore　£han　O．29f5　｝）ody　x・velg．’hts　they　wm“e　left　half　eaten　by

aRiiinals．　Feeclii｝／g　l　tv3g　of　urea　daily・　dtiring　about　2　moRths　caused　no　unfavottrabie　effects

oii　anin｝als．　1？eecliRg，　o，f　O．3－vl．O％1，　daily　or　of　O．1，0．2．0．・〈・tt　fer　more　£han　2　xx’｝onths　causecl　the

decrease　of　g’roxvth　rates　of　a，ni｝ir｝als．　An　anima｝　fed　wi’th　O．5％／　urea　died　soon　aftey　these

expe｝’inients，　axxd　post一一nRortei／n　examiR，ation　it　showed　sknilar　syinptoms　of　toxicosis　w・ith　the

case　describecl　beloKv．　The　ammonia－N　content　in　biood　was　about　le　times　greater　in　a

O．59．6　urea　feedii｝E．／，4“　canima！　£haR　in　normals　but　in　t｝Le　case　of　O．3％　feecling　that　was　not

different　to　norm．a．ls．

　　UyeLa－N　contents　in　blood．　of　these　two　aRimals　showed　differences　2一一一4　times　e．’reater　than

normals．

　　Animals　administerecl　aclueous　solutions　contalnning　20g　urea　into　stoinach　with　the　catheter

fell　！nte　lethargy　aRd　tetanic　cramp　and　died　1．5　or　3　hi“s　after　the　administrations．

　　Ort　post－morteiik　examination，　amiinonia一一一一一一　and　urea－N　contents　in　blood　were　analogous

to　thats　of　the　O．59．s’一一一anii／nal．

　　Therefoye　ie　is　presviined　that　urea　shows　uRfavourabie　effects　i一｝pon　rabbits　so　far　fed　more

thai’｝　ca．　O．1％　of　bocly　wei．c，，，，1，’hts　in　orClincary　ratior｛s　duriRg　long　periods．

　　．ln　the　case　of　young　．ogoats，　i7Ni8kg．　body　w・eights，　urea　was　mixed　into　ordinary　rations・　at

the　rate　of　lg　per　1〈g　bedy　weig”hts　aitd　aniiincals　fell　into　acute　toK．　icosis　after　immediately

feediRtg　of　this　rations．

The　symptoiins　were　analogotts　to　thats　of　animals　administered　urea　soiution　directly　into

rumeRs　x・v・ith　the　catheter．

　　Ammonia一一N　con£ents　ilt　blood　x・x｝ere　about　IO　£imes　g，　rea£er　altd　also　urea一一L－N　were　about

2tN－4　times　greater　£han　thats　of　noyniais．

　　Blood　ammonla一一一N　coRten，ts　of　dled　animals　w・eye　about　2　tlmes　gyeater　than　thats　of

survived　aniiinais　and　theye　was　no　clifference　oB　urea－N　conteitts　between　both　anlmais．

　　On　post－mortorn　examiRations　large　qua飢ities　of　ammonia－N　and　small　quantities　of

ui’ea一一…一N　were　found　in　ruinen　contents．

　　From　these　results　it　is　presumed　that　the　e．xisten．ce　of　rumen，　the　quantity　Qf　fed　urea

and　ammonia一一一N　conteRts　in　blood　may　have　some　relatioRs　to　urea　to．xicos2s．
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